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職
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な
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市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

四
ヶ
年
を
振
り
返
っ
て

イメージ

出前市長室の風景

市のホームページに掲載されている職員提案制度

問
　
介
護
保
険
法
が
改
定
さ
れ

た
が
、
利
用
者
へ
の
影
響
と
市

の
負
担
軽
減
策
を
問
う
。

健
康
づ
く
り
課
長
　
現
在
要
支

援
や
要
介
護
1
の
7
割
の
人

が
新
予
防
給
付
の
対
象
に
な
り

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
か
ら
は
ず

れ
、
施
設
利
用
者
の
居
住
費
、

食
費
も
保
険
給
付
の
対
象
外
と

な
る
た
め
個
人
負
担
は
増
え
る
。

市
長
　
財
政
の
厳
し
い
中
、
低

所
得
者
へ
の
市
独
自
の
負
担
軽

減
は
難
し
く
、
国
の
制
度
的
軽

減
策
を
強
化
し
て
も
ら
う
以
外

に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　

問
　
法
律
の
範
囲
内
の
施
策
だ

け
で
な
く
、
本
人
の
実
態
に
そ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
国
の
制
度
変
更
の
中
で

今
後
自
治
体
に
何
が
で
き
る
の

か
、
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

石
綿
問
題
で
の

対
策
を
問
う

問
　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
内

事
業
所
の
現
状
と
健
康
被
害
の

有
無
、
ま
た
市
施
設
で
の
石
綿

使
用
や
除
去
対
策
は
。

か
ん
き
ょ
う
課
長
　
市
内
溝
口

の
石
綿
関
連
の
4
事
業
者
は

現
在
、
石
綿
製
品
の
製
造
加
工

は
し
て
い
な
い
。
健
康
被
害
も

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

市
長
　
健
康
問
題
で
は
、
県
保

健
所
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。
市
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
に
調
査
費
を
計
上
、

実
情
に
応
じ
必
要
あ
れ
ば
基
金

を
使
い
対
応
す
る
。

総
務
課
長
　
市
の
施
設
は
、
設

計
書
や
現
場
で
の
目
視
な
ど
に

よ
り
調
査
、
45
施
設
の
中
の

30
数
箇
所
を
専
門
家
に
調
査

依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
　
健
康
問
題
で
は
、
住
民
の

聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
議
員
の
提
案
も
踏
ま
え
、

取
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
病
院
機
構
が
行
っ
た
、
工

事
の
や
り
方
や
ア
ス
ベ
ス
ト
に

関
す
る
説
明
で
は
住
民
が
納
得

す
る
に
は
至
ら
ず
、「
皆
様
が

了
解
す
る
ま
で
工
事
は
開
始
し

ま
せ
ん
。
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
が
、
市
の
対
応
は
。

市
長
　
少
し
推
移
を
見
る
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
所
管
す
る

厚
生
労
働
省
関
連
の
建
物
な
の

で
、
き
ち
っ
と
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の

発
達
障
害
に
対
す
る

対
策
は

問
　
L
D
（
学
習
障
害
）
・

A
D
H
D
（
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）
・
高
機
能
自
閉
症
等
の

児
童
の
人
数
把
握
は
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
そ
の
対
策
は
。

市
長
　
平
成
15
年
7
月
の
調
査

に
よ
る
と
、
市
内
11
小
学
校
に

約
30
人
在
籍
。
現
代
社
会
の
仕

組
全
体
が
子
供
を
む
し
ば
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
、

臨
時
職
員
5
人
で
対
応
し
て
い

る
が
、
学
校
を
う
ま
く
運
営
す

る
た
め
に
、
さ
ら
に
ふ
や
す
と

い
う
考
慮
も
必
要
だ
が
、
教
育

委
員
会
と
十
分
打
ち
合
わ
せ
の

上
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
議
会
を

毎
年
開
催
せ
よ

問
　
子
ど
も
議
会
の
い
き
さ
つ

と
今
後
の
展
開
は
。

市
長
　
10
年
前
の
市
制
40
周
年

に
端
を
発
し
、
今
回
は
市
制
50

周
年
の
記
念
行
事
。
議
会
制
民

主
主
義
の
意
味
を
理
解
し
、
筑

後
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
、
将
来
を
展
望
し
、

愛
郷
心
や
夢
を
展
開
す
る
心
を

議
会
の
経
験
を
通
じ
て
育
て
て

く
れ
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
。

教
育
長
　
何
十
周
年
と
い
う
冠

事
業
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に

本
質
的
な
民
主
主
義
を
学
ん
で

も
ら
う
た
め
に
教
育
的
な
配
慮

が
で
き
た
ら
と
思
う
。

問
　
本
市
は
地
方
公
務
員
法
第

40
条
に
よ
り
職
員
の
勤
務
評

定
を
し
て
い
る
か
。
評
定
結
果

の
措
置
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

勤
勉
手
当
を
成
績
で
査
定
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
勤
務
評
定
は
し

て
い
る
が
形
骸
化
し
て
い
る
。

職
員
一
人
ひ
と
り
を
評
価
す
る

シ
ス
テ
ム
や
技
法
が
十
分
定
着

し
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後
は
勤

務
実
績
が
十
分
給
与
に
反
映
す

る
人
事
構
造
に
改
め
て
い
く
。

市
長
　
久
留
米
市
は
す
で
に
や

っ
て
い
る
。
き
ち
ん
と
評
価
し
、

差
を
つ
け
る
の
は
今
後
は
当

然
。公

務
能
率
向
上
に

昇
任
試
験
の
導
入
を

問
　
職
員
採
用
時
に
は
採
用
試

験
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
定
年

ま
で
一
切
試
験
が
な
い
。
こ
れ

で
は
能
率
は
上
が
ら
な
い
。
昇

任
試
験
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
大
変
貴
重
な
提
案
。
昇

任
に
は
客
観
性
が
大
事
。
職
員

提
案
制
度
の
中
で
も
昇
進
試
験

を
や
る
べ
し
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。
民
間
で
は
当
然
の
こ
と
で
、

市
が
拒
む
理
由
は
な
い
。
行
政

に
活
力
を
見
出
す
手
法
の
一
環

と
し
て
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

問
　
職
員
も
職
務
専
念
義
務
等
、

公
務
秩
序
の
確
立
を
図
る
た
め
、

倫
理
条
例
を
定
め
、
綱
紀
粛
正

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市
長
公
室
長
　
地
方
公
務
員
法

の
趣
旨
の
徹
底
だ
け
で
は
不
十

分
と
い
う
実
態
が
あ
れ
ば
、
ご

指
摘
を
含
め
検
討
す
る
。

職
員
団
体
と
の

交
渉
全
て
公
開

問
　
労
使
交
渉
は
市
民
に
と
っ

て
も
大
変
関
心
事
。
交
渉
の
経

過
や
協
定
内
容
を
、
そ
の
都
度

報
告
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長
　
交
渉
結
果
は
原

則
公
開
。
し
か
し
、
広
く
一
般

に
公
開
公
表
に
な
っ
て
い
な
い

確
認
書
等
が
あ
る
こ
と
も
事
実
。

公
表
の
ル
ー
ル
を
検
討
し
た
い
。

市
長
　
私
は
原
則
で
な
く
全
て

公
開
。
市
民
の
ご
批
判
に
耐
え

ら
れ
る
と
い
う
合
意
以
外
は
無

理
だ
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

問
�
こ
の
4
年
間
の
市
長
の
率

直
な
市
政
運
営
の
考
え
は
。

市
長
　
北
長
田
行
政
区
の
ふ
れ

あ
い
の
館
の
ス
タ
ー
ト
、
行
政

と
住
民
の
協
働
に
よ
る
古
島
下

妻
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
、
新
幹
線
船
小
屋
駅
の

決
定
。
行
政
と
市
民
の
隔
た
り

を
な
く
し
民
主
主
義
の
構
築
を

目
指
し
た
出
前
市
長
室
の
開
催

が
想
い
出
深
い
。
逆
に
図
書
館

建
設
、
市
町
村
合
併
が
成
就
で

き
な
か
っ
た
事
が
辛
か
っ
た
。

今
後
も
民
間
資
本
で
つ
く
る
方

式
の
挑
戦
や
、
合
併
に
つ
い
て

は
、
自
己
責
任
、
自
己
決
定
が

出
来
る
、
自
立
し
理
念
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
と
の
合
併
を
進
め
、

30
万
都
市
が
実
現
出
来
れ
ば

有
難
い
と
考
え
る
。

問
　
新
幹
線
船
小
屋
駅
建
設
に

当
っ
て
は
、
正
確
で
な
い
情
報

が
流
れ
、
市
民
の
間
に
混
乱
を

招
い
た
。
結
果
は
20
億
円
以

下
の
建
設
と
な
っ
た
が
、
行
政

と
市
民
の
協
働
に
よ
る
信
頼
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
を
問
う
。

市
長
　
1
つ
目
に
公
平
公
正

公
開
を
原
則
に
、
正
し
い
情
報

を
正
確
に
市
民
へ
提
供
し
、
信

頼
を
得
る
情
報
の
共
有
、
2

つ
目
に
市
四
役
、
市
議
会
議
員

の
政
治
倫
理
条
例
の
遵
守
、
3

つ
目
に
職
員
の
意
識
改
革
と
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
、
4
つ
目
に
市

民
の
積
極
的
な
行
政
参
加
と
自

立
心
を
育
む
べ
く
改
善
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
一

層
地
方
の
厳
し
さ
が
増
す
今
後
、

行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え

を
問
う
。

総
務
部
長
　
財
政
健
全
化
計
画
、

行
革
大
綱
を
基
本
に
、
政
策
会

議
、
経
営
会
議
で
協
議
し
、
行

革
の
推
進
、
事
業
の
選
択
を
行

う
。

（URL:http://www.city.chikugo.fukuoka.jp/torikumi/
　　　　　　　　　　　　　syokuin/syokuin_1.htm）




